
一
智
弘

に
.
石
礁
を
投
ず
る
こ
と
を
い
ふ
。
事
保
二
十
年
の
令

に
、
『
町
中
之
者
嫁
婆
仕
候
時
分
、
水
を
懸
又
は
様
打

申
儀
竪
不
仕
筈
に
巾
渡
芭
候
。
然
院
側
近
年
町
人
共

嫁
婆
仕
候
得
ば
、
夜
中
石
を
打
、
家
な
ど
も
担
、
あ

や
ま
ち
人
も
可
有
之
綜
に
御
座
候
に
付
、
町
人
共
へ

も
度
々
申
渡
器
候
云
々
。
』
と
あ
旬
、
こ
の
風
俗
は
滞

政
時
代
を
泊
じ
て
止
ま
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
制
止

の
令
は
鎖
々
と
し
て
渡
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ツ
プ
ラ
ジ
マ
園
島

4
ツ
ム
ラ
ジ
マ
様
無
・
民

島
。

ツ
プ
ラ
ヰ
岡
井
羽
咋
部
品
知
院
に
属
す
る
部

務
。
明
邸
八
年
十
二
月
廿
回
目
白
山
義
元
利
一
宮
衆

徒
凶
品
等
円
録
に
、
『
百
苅
…
抑
制
糊
一
入
辿
職
之
分
o
』
な

ど
L

見
え
る
。

ツ
プ
ラ
ヰ
シ
ラ
ヤ
マ
シ
ヤ
岡
井
白
山
枇
羽
咋

郁
問
弁
に
鎮
座
す
る
。
式
内
椛
猿
凶
比
時
前
枇
た
る

こ
と
を
主
張
し
た
こ
と
も
あ
る
。

ツ
ポ
ウ
チ
ジ
ザ
Z

号
ン
坪
内
次
左
衛
門
天
正

十
五
年
二
局
前
川
利
長
の
盟
前
磁
石
城
攻
に
従
軍
し

て
奮
闘
し
た
。
太
閤
記
に
、
前
町
肥
前
守
内
河
原
兵

隊
・
大
.
平
左
勝
允
・
坪
内
次
左
衛
門
鮮
を
隣
れ
て
攻
め

入
る
こ
と
強
か
で
あ
る
と
て
、
太
閤
よ
り
金
銭
を
賜

は
っ
た
と
あ
る
。
次
左
衛
門
の
子
孫
は
滞
に
腐
な
い
。

ツ
ポ
ウ
チ
完
ズ
ト
号
坪
内
錫
類
溜
締
金
左
衛

門
・
育
郎
右
衛
門
。
初
め
御
鍔
用
者
で
、
御
次
執
無

か
ら
起
。
、
小
顕
鵡
に
懲
ん
で
新
知
七
十
.
討
を
得
、

文
政
九
年
三
十
石
を
加
へ
て
組
外
に
列
し
、
天
保
十

三
年
一
点
十
.hを
加
へ
た
。
子
孫
相
袈
ぐ
。

ツ
ポ
エ
サ
ダ
カ
タ
坪
江
貞
因
遺
構
桑
元
。
文

政
元
年
新
知
七
十
.
討
を
得
て
坊
主
顕
に
任
じ
、
.
十
ご

年
勤
仕
御
免
、
天
保
七
年
七
十
六
践
を
以
て
残
し
た
。

子
係
滞
に
仕
へ
る
c

ツ
ポ
カ
ハ
坪
川

鹿
島
郷
一
背
庄
に
臨
す
る
部

ツ
フ
l

ツ
ホ

w
m
o
 ツ

ポ
カ
ハ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
坪
川
源
五
郎
大
型
寺

務
士
。
餌
指
の
名
人
で
、
後
に
御
臨
ほ
と
な
っ
た
。

ツ
ポ
カ
ハ
ツ
ネ
ミ
チ
坪
川
常
温
大
型
寺
の
入
。

遁
稿
奥
右
衛
門
、
芋
は
築
卿
、
腕
居
を
得
夫
獄
と
い

う
た
。
四
郎
兵
衛
の
子
で
、
同
商
十
治
に
養
は
れ
、

務
の
算
用
定
と
な
り
、
第
製
を
山
口
知
貞
に
mm
ん
だ
。

維
新
後
文
入
と
稽
L
て
、
和
僻
却
を
教
授
し
、
紳
氏
一

百
解
・
久
氏
三
百
解
・
描
態
解
勾
股
弦
一
百
題
・
蹄
源

推
歩
・
蹄
除
式
一
一
問
題
諺
鮮
・
極
形
街
用
法
等
を
著
し

た。
ツ
ポ
コ
ウ
サ
プ
ロ
ベ
Z

坪
光
三
郎
兵
衛
初
め

百
助
。
天
明
七
年
災
又
八
次
識
の
越
知
百
八
十
石
を

襲
ぎ
、
寛
政
十
二
年
六
周
十
四
日
病
に
よ
っ
て
一
門

へ
御
預
、
十
周
六
日
知
行
を
召
政
さ
れ
、
俸
十
人
扶

持
を
党
け
た
が
、
十
二
月
四
日
鮪
所
内
に
結
死
し
た
。

ツ
ポ
コ
ウ
ジ
ン
Z

モ
ン
坪
光
甚
右
衛
門
初
め

叉
入
・
五
郎
左
衛
門
。
延
貸
七
年
小
坊
主
と
し
て
五

人
扶
持
を
焚
け
、
点
事
二
年
御
歩
、
貸
永
二
年
定
番

御
歩
級
制
御
前
附
を
縦
、
事
保
三
年
間
小
顕
と
し
て

新
知
河
一
台
を
党
け
、
十
三
年
三
十
.Z
引
を
加
へ
て
組
外
・

同
附
御
用
人
随
と
な
り
、
元
文
二
年
御
臆
式
御
用
建

に
任
じ
て
五
十
.L
引
な
加
へ
、
覚
保
二
年
七
十
五
歳
の

時
限
腕
し
て
有
楽
と
蹴
し
、
十
五
人
扶
持
を
受
け
た
ひ

四
代
三
郎
兵
衛
の
時
家
断
絶
し
た
。

ツ
ポ
サ
カ
シ
ン
ゴ
ロ
ウ
坪
坂
新
亙
郎
一
向
一

授
の
首
領
で
あ
る
。
天
正
入
年
金
持
御
坊
陥
訴
の
後
、

新
五
郎
は
徳
凶
小
次
郎
と
共
に
一
俊
五
六
百
を
集
め

て
、
江
沼
郡
法
山
に
集
闘
し
て
事
を
場
げ
よ
う
と
し

た
か
ら
、
柴
悶
勝
家
は
本
管
を
鴨
野
に
置
き
、
柴
田

勝
政
・
締
ロ
牢
左
衛
門
・
舜
郷
五
左
衛
門
等
を
し
て
攻

醸
せ
し
め
た
。
城
地
の
在
る
腕
三
商
は
沼
田
で
、
東

方
山
に
巡
る
腕
に
盟
擦
を
設
け
、
土
民
は
銭
胞
を
以

て
之
を
守
っ
た
。
勝
政
乃
ち
大
手
に
向
か
ふ
と
、
一

授
は
門
を
聞
い
て
滋
撃
し
た
か
ら
、
直
に
城
中
に
付

入
り
、
斬
狼
殆
ど
一
人
を
諮
さ
な
か
っ
た
。
新
五
郎

も
瀞
ロ
牢
左
衛
門
の
子
千
熊
と
組
討
を
試
み
た
が
、

敗
れ
て
首
を
得
ら
れ
た
。
昔
日
北
翠
録
に
新
五
郎
・

小
次
郎
等
が
金
棒
御
坊
に
於
い
て
命
を
損
し
た
と
あ

る
の
は
非
で
あ
ら
う
。

ツ
ポ
タ
カ
ン
ヨ
タ
坪
田
甘
谷
金
棒
の
俳
人
。

逝
稽
加
兵
衛
文
は
嘉
卒
。
悶
半
亭
ご
代
・
冬
関
庵
二

代
を
稽
し
た
。
丹
頂
林
・
菅
菰
庵
の
別
脱
が
あ
る
。

春
帖
商
代
を
鍛
刊
し
、
文
化
十
四
年
九
周
回
日
夜
、

享
年
五
十
九
。

ツ
ポ
ネ
坪
根
珠
洲
郡
松
波
の
小
字
で
あ
る
。

能
菅
絡
記
に
、
『
島
中
よ
り
山
手
ヘ
入
れ
ば
、
松
波
散

村
の
局
と
い
ふ
腕
ヘ
出
づ
る
な
り
。
菅
松
波
常
陸
介

家
臣
局
五
左
衛
門
と
い
ふ
人
の
屋
敷
跡
あ
り
て
、
共

筋
目
と
て
局
姓
あ
り
。
』
と
あ
る
。

ツ
ボ
ネ
坪
根
珠
洲
郡
斑
原
の
内
の
小
字
。

ツ
ポ
ノ
謹
野

J
W
J
ポ
ヤ
マ
坪
山
。

ツ
ポ
ノ
坪
野
能
美
郡
山
上
郷
に
鴎
ず
る
部
務
。

資
永
総
に
、
こ
の
村
領
に
智
永
寺
・
妙
観
寺
の
版
社

が
あ
る
と
儒
へ
る
と
あ
る
。

ツ
ポ
ノ
坪
野
石
川
郡
富
樫
庄
に
鹿
す
る
部
務
。

村
内
に
河
合
才
鋸
の
邸
祉
が
あ
っ
て
、
才
覚
屋
蚊
と

呼
ん
で
腐
る
。

ツ
ポ
ノ
坪
野

m
羽
咋
郡
甘
問
保
に
臨
す
る
部
務
。

ツ
ポ
ノ
坪
野
鹿
島
郡
吉
田
の
内
の
小
字
。

ツ
ポ
ノ
イ
シ
坪
野
宿
石
川
郡
坪
野
の
蛮
で
、

質
竪
く
色
黒
く
し
て
茶
臼
と
し
て
用
ひ
ら
れ
た
。
延

質
五
年
四
用
御
算
用
揚
の
申
渡
に
、
坪
野
.
石
の
採
銅

は
前
回
利
常
の
時
代
か
ら
指
留
に
な
っ
た
と
あ
る
。

ツ
ポ
ノ
ウ
チ
坪
内
鳳
至
郡
上
町
野
郷
本
江
ハ
今

の
上
町
〉
の
内
の
小
字
。

圃圃

ツ
ポ
ノ
ガ
ハ
坪
野
川
羽
咋
榔
草
木
領
の
谷
内

よ
り
流
出
し
、
盟
後
名
領
で
米
町
川
の
上
械
に
都
合

ふ
。
流
鑑
三
粁
許
。

ツ
ポ
ノ
ホ
蜜
野
保
祇
附
枇
記
貞
利
三
年
七
月

一
一
日
の
僚
に
加
賀
閥
蕗
野
保
が
見
え
る
。
今
能
美
郡

に
も
石
川
郡
に
も
坪
野
が
あ
る
が
、
い
づ
れ
と
も
明

ら
か
で
な
い
。

ツ
ポ
ノ
ミ
ヅ
謹
ノ
ホ
白
山
々
中
、
尾
添
口
の

管
絡
で
、
水
無
坂
の
上
に
在
る
。
方
一
米
。
東
よ
れ
υ

商
に
流
れ
、
隠
々
と
し
て
援
流
の
聾
を
臆
く
が
、
湧

出
し
て
外
に
滋
れ
る
こ
と
が
な
い
。
議
砂
石
の
中
に

伏
流
す
る
も
の
で
、
之
を
飲
め
ば
消
窓
骨
に
泌
み
る
。

石
川
郡
大
莱
寺
の
白
山
水
は
、
こ
の
水
が
通
ず
る
も

の
で
あ
る
と
そ
の
締
牒
に
書
い
て
ゐ
る
の
は
、
同
よ

り
臨
設
で
あ
る
。

ツ
ボ
ノ
ヤ
マ
坪
野
山
風
軍
部
利
回
の
部
訴
か

ら
商
拾
に
在
る
山
。
高
さ
コ
一

O
一
米
。
地
質
第
三
紀

騒
。

ツ
ポ
モ
チ
坪
持
ハ
一
〉
窓
義

l
滞
政
の
時
同
地

制
を
行
は
ざ
る
村
方
に
在
り
て
は
、
一
白
姓
持
高
の
旧

畑
を
互
に
縫
挺
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
之
を
呼
持

と
撰
す
る
。
問
地
制
を
行
ふ
村
方
に
て
も
、
そ
の
中

の
一
一
陶
人
が
竿
を
は
づ
し
、
所
有
の
土
地
を
却
持
に

す
る
も
の
が
あ
る
。
坪
持
は
凡
ぺ
て
滞
の
法
の
禁
ず

る
時
別
で
あ
っ
た
が
、
た
と
ひ
漉
録
す
る
も
般
置
の
制

裁
が
な
か
っ
た
。
放
に
天
保
中
臆
問
地
別
の
施
行
を

督
促
し
た
に
拘
ら
ず
、
向
郎
持
を
存
し
た
。
坤
持
の

村
方
に
問
地
制
を
行
ふ
時
は
各
人
に
利
不
利
を
生
ず

る
が
政
に
、
次
の
間
程
の
方
訟
を
随
意
採
用
せ
し
め

た
。
併
し
改
作
所
よ
り
岡
地
測
を
命
じ
た
る
場
合
に

は
作
徳
平
均
の
法
に
よ
ら
し
め
た
。

。
一
〉
歩
.
平
均

l
新
開
等
の
岡
地
に
し
て
、
地
味
甚
だ

し
き
厚
抑
な
く
、
甲
乙
丙
共
に
草
高
十
石
と
帯
す
る

五
五
七


